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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

本論文は，微視組織や微小欠陥の有無を変化させた Ni 基超合金 Alloy 718 の積層造形材と鍛造材

について引張圧縮疲労試験およびねじり疲労試験を実施して微小疲労き裂の進展抵抗の決定因子を

突きとめ，積層造形材の疲労強度が鍛造材に劣る原因を解明して微視組織の改良指針を示したもの

である．著者が示したこれらの成果は，機械工学上価値ある業績である．よって，本論文は博士（工

学）の学位論文に値するものと認める．


